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第 19回 TwellV 放送番組審議会 議事概要 

 

 

１．開催年月日  2013年 12月 25日（水）12：40～14：00 

２．開 催 場 所  ワールド・ハイビジョン・チャンネル株式会社 

プレゼンテーションルーム 

 

３．出席者 

出席委員： （7名中 7名出席） 

委 員 長   石田 寛人（金沢学院大学 名誉学長） 

副委員長   勝島 敏明（公認会計士・税理士） 

委 員   菅谷  実（慶應義塾大学 教授） 

委 員   山下 東子（大東文化大学 教授） 

委 員   古濱 洋治（元郵政省通信総合研究所 所長） 

委 員   伊藤 佳子（プロゴルファー） 

委 員   坂田 康太郎（株式会社 CAP代表取締役社長／音楽プロデューサー） 

 

会社側出席者： 

社長         森内 譲 

常勤監査役      野﨑 一彦 

編成・営業本部長   小林 慎一郎 

編成部長       西村 和晃 

事務局        安倍 健一 廣部 将人 

 

４．議題 

【審議事項】 

・審議番組「ヨーロッパの車窓だけ」（#3）について 

・審議番組「こころのハワイ」（ハワイ島）について 

 

【報告事項】 

・2014 年 1 月以降の番組編成内容について 

 

 

 

 



 2 / 2 

 

５．議事の概要 

審議番組「ヨーロッパの車窓だけ」（#3）についての委員からの主な講評 

・個人的にテレビを見る目的は、美しい映像や自然風景を見る為で、車窓から流れる

自然の映像を見ているのが良い。 

・景色ばかりなので無味乾燥な印象を受けた。 

・タイトル通りの番組で BS ならではの雰囲気がある。写りこみやノイズ等があるのも

自然な状態で、まるで自分が電車に乗っているような気分になれる。 

・近景で動きの速い映像を見ていると目が疲れてくるので、映像の組み合わせを検討

すべきである。又、景色等に関する情報がないので、キャプション等を使って説明

を入れた方が良いのではないかと思う。 

・環境映像としては物足りなく、車内の様子や乗車している人々の映像等も欲しかっ

た。 

・同じような景色が説明なしに進んでいくので、地理等もよく分からない状態で見て

もピンとこなかった。 

・実際に乗車した事があるが、ヨーロッパの車窓は平凡ながらも面白い。番組の評価

が二分するのも分かる。但し、チャレンジの仕方によっては、様々な展開が図れる

のではないかと思う。 

・地上波の番組は、SE（音響効果）や文字ばかりで、文字を追い掛ける事に疲れてく

る。映像だけで勝負出来るものを BS には期待している。 

 

審議番組「こころのハワイ」（ハワイ島）についての委員からの主な講評 

・コナコーヒーの作り方を取り上げたり、自然の風景も非常にきれいだった。ワイキ

キビーチは有名だが、ビッグ・アイランドの方はあまり知られていないので、良い

紹介だったと思う。 

・ハワイの定番観光スポットを取り上げているが、詳細説明等がなく、表面的な紹介

だけに留まり、情報としては物足りない。 

  ・地上波は、ハワイの都会的部分や最先端情報を取り上げる事が多いが、BS の役割と

しては、じっくりと自然と向き合えるのが良さの一つだろう。BS がハワイを取り上

げる際は、映像から匂い等を感じ取れるようなものだけで勝負しても良いと思う。 

・「ハワイに恋して」よりも年齢層が上の方々が落ち着いて見られる番組である。ギタ

ーだけの BGMも良い。 

・前半の火山のシーンはとても良かった。音楽と映像のマッチングも素晴らしい。 

・観光名所を取り上げるばかりの番組よりも、自然のダイナミックさや臨場感を強調 

するような番組が BS にあっていいと思う。個人的には好きな番組である。 

以上 


